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　南極オゾンホールの規模は、1980年代から1990年代半ばにかけて急激に拡大
しました。1990年代半ば以降では、年々変動はあるものの長期的な拡大傾向はみ
られなくなっています。2020年は様々な気象状況の要因で、オゾンホールが消滅
せず、2008年と並んで観測史上最も遅い消滅となりました。

　2020年のオゾンホールは9月
20日に最大面積2,460万km²
で、南極大陸の約1.8倍となり
ました。最近10年間の平均値
と比べると大きい状態でした。

　北極域上空では、南極オゾンホールほど大規模ではないものの、オゾ
ンの量が減ることがあります。2020年春季の北半球高緯度では、これま
で北半球において確認されたオゾン層破壊の中でも特に顕著だった2011
年の春季と同程度かそれ以上に顕著なオゾン層破壊が観測されました。
北極域の場合、南極域に比べてその年の気象条件によってオゾン層の破
壊の状況が変動しやすいことから、長期的な変化傾向が見えにくいので
すが、1990年代以降はそれ以前に比べてオゾンの量が少ない年が多くな
っています。
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　日本では、ウィーン条約とモントリオール議定書の採
択にあわせて、1988年に「オゾン層保護法(特定物質等
の規制等によるオゾン層の保護に関する法律)」を制定
し、オゾン層破壊物質の生産や輸出入の規制、排出抑制
の努力義務などを規定しました。この法律に従って、オ
ゾン層破壊物質の生産の全廃等を着実に進めています。
また、環境省では、オゾン層等の監視状況について年次
報告書をとりまとめて毎年公表しています。
　さらには、「フロン排出抑制法(フロン類の使用の合
理化及び管理の適正化に関する法律)」「家電リサイク
ル法(特定家庭用機器再商品化法)」「自動車リサイクル
法(使用済自動車の再資源化等に関する法律)」によって、
家庭や業務用の冷凍・冷蔵庫、エアコン、カーエアコン
などに入っているフロン類の適正な回収・破壊を進めて
います。

　2019年に行われた国連気候変動枠組条約締約国会
議・COP25において、環境省は「フルオロカーボン・
イニシアティブ」の設立を発表しました。フルオロカー
ボン・イニシアティブは、フロン類のライフサイクルに
わたる排出抑制対策を国際的に普及するための取り組み
であり、賛同国・国際機関、賛同企業・団体の輪を拡大
しているところです。国際会議の開催や優良事業の紹介
等を通じて、フロン類のライフサイクル・マネジメント
への理解の推進、取り組みの促進に努めています。

フルオロカーボン・
イニシアティブの推進
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第一種フロン類充塡回収業者から充塡・回収証明書の交付を受け漏えい量を毎年度算定
算定の結果、一定量以上漏えいした場合の国への報告

　機器を使い続けていると、冷媒のフロン類が少しずつ漏れていることがあります。エアコンやカーエア
コンなどの効きが悪くなった場合には、単にフロン類を補充するだけでなく、機器からフロン類が漏れて
ないか、信頼できる専門業者によく点検、修理してもらいましょう。特に、業務用の冷凍・冷蔵・空調機
器には多量のフロン類が入っていますので、日頃から漏れがないように適切に管理することが重要です。
　平成27年度からは、フロン排出抑制法に基づき、業務用冷凍・冷蔵・空調機器については点検等に
よるフロン類の漏えいの防止が、一定量以上の漏えいをしている事業者にはフロン類の漏えい量の国
への報告等を行うことが義務付けられました。




